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令和４（2022）年４月に、成年年齢が１８歳に引き下げられ、約２年が経過しました。成年になる

と親権者の同意がなくても契約ができることから、特に契約の経験が乏しい１８歳、１９歳の若者の

消費者教育啓発が急務となっています。また、コロナ禍以降、キャッシュレス化が急速に進展したこ

とによる新たなトラブルの増加も懸念されています。例えば、クレジットカードは、１８歳から保護者

の同意なく作ることができるようになりましたが、現金がなくても買い物ができて便利な反面、使

い方を誤ると思わぬ出費や第三者の利用などのトラブルにつながることがあります。このようなト

ラブルを未然に防止するためには、金融リテラシーを身に付け、消費者として主体的に判断し、責

任をもった行動をできることが求められています。 

 このたび、支援学校における消費者教育のさらなる推進のため、「支援学校（高等部）向け消費者

教育教材『めざそう！消費者市民』～「キャッシュレス」編～」を作成いたしました。これは、「高校生

向け消費者教育教材『めざそう！消費者市民』～授業ですぐ使えるワークシート付き～（平成３０

（2018）年 2 月）」の内容を基に作成したもので、昨年度に作成した「支援学校（高等部）向け消費

者教育教材『めざそう！消費者市民』～「お金」と「契約」編～」の続編となります。 

「指導者用活用ガイド」には、「パワーポイントデータ」の効果的な使用方法や、授業を実施するう

えで生徒に伝えてほしい内容を掲載しています。また、「パワーポイントデータ」は生徒の理解度に

合わせて必要な部分だけお使いいただけます。また、教材に使用したイラストを含む「イラスト集」を

作成し、大阪府消費生活センターホームページに掲載しておりますので、ご活用ください。本教材が

府内の支援学校（高等部）における消費者教育の推進や充実の一助となることを願っています。 

最後に、本教材の作成にあたりまして順天堂大学の尾高邦生准教授、府教育庁をはじめ関係機

関の皆様に多大なご協力を賜りました。心より感謝申し上げます。 

 

令和６年１月 

                大阪府消費生活センター 

 
はじめに 
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本教材には、キャッシュレス（「学ぼう！キャッシュレス」）のテーマを収載しました。スマートフォン

の普及とともに、キャッシュレス決済が進む現状を踏まえ、生徒の身近な場面を例に、キャッシュレ

スの仕組み・使い方・使う際の注意点などについて学ぶことができる内容となっています。学習を

深める「豆知識」も設けておりますので、ご活用ください。 

パワーポイントデータやワークシートは、学校や生徒の学習進度等にあわせてデータを適宜編集、

カスタマイズすることができます。スライド中のテキストやイラストにアニメーション機能を設定し、

パワーポイントのノート部分には伝えていただきたい内容をシナリオ形式で記載していますので、よ

り活用しやすくなっています。また、すべての漢字とアルファベットにルビを振り、UDフォント（ユ

ニバーサルデザインフォント）を使用することで、より多くの人にわかりやすい教材となるよう工夫

しました。本書３ページ以降の「スライドの内容」に、「ひとことアドバイス」や関連するウェブサイトの

QRコードを掲載していますので、参考にしていただければ幸いです。 

イラスト集は、さまざまなシーンのイラストを掲載しています。消費者教育の授業等で独自の教材

を作成される際に、ぜひご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材の特徴 

 
本書について 
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本教材は、①パワーポイントデータ、②ワークシート、③指導者用活用ガ

イド（本書）、④イラスト集で構成しています。大阪府消費生活センターのホ

ームページに①～④の各種データを掲載していますので、ダウンロードし

てご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

教材紹介 

① パワーポイントデータ 

授業でそのまま使うことができるパワーポイント教材です。ノート部分には、指導者から伝えてい

ただきたい内容をシナリオ形式で入れています。また、関連するスライドをセクションごとに区切っ

ています。 

 

③指導者用活用ガイド（本書） 

パワーポイントデータ

を使って授業をする際

のポイントや、消費者教

育教材の URL を掲載し

ています。 

 

④イラスト集 

「キャッシュレス」など、

消費生活に関するイラス

トをテーマごとに掲載し

ています。 

②ワークシート 

パワーポイント教材に合わ

せて、ワークシートを作成し

ました。生徒の理解度によっ

て、アレンジすることもでき

ます。 

 

「キャッシュレス」のイラスト.zip 
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◇キャッシュレスとは                    ワークシート「キャッシュレスとは➀、②、③」 

学習内容・活動 指導上の留意点 

・キャッシュレスという言葉を聞

いたことがあるか、日常生活

を振り返る。 

 

 

 

・キャッシュレスの言葉の意味と

キャッシュレスがどのような支

払方法なのかを理解する。 

・支払いの種類がいろいろある

ことを理解する。 

 

・日常生活の中でどのような支

払方法で買い物をしているか

考える。 

 

 

・支払方法には、現金とキャッシ

ュレスがあることを理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・現金とキャッシュレスのお金の

保管場所、およびキャッシュレ

スには、お金の支払い方がい

ろいろあることを理解する。 

 

・現金を使わずに、商品やサービスの代金を支

払うことがキャッシュレス決済であることを理

解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・商品やサービスの代金を支払う方法として、

現金とキャッシュレス決済があることを理解さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

・現金とキャッシュレス決済のお金の保管場所

と支払い方について説明し、キャッシュレス決

済についての理解を深めさせる。 

 

 

 
スライドの内容 

具体的なカード名や決済名を提示す 

るとキャッシュレス決済のイメージが

つかみやすくなる場合があります。 

※日常生活の中で、キャッシュレス決済して

いることをイラストでイメージさせ、自分

自身もキャッシュレス決済を使っている、

あるいは今後使う可能性があることを理

解させてください。 

交通系ICカードで公共交通機関を利

用して通学している生徒には、電車 

やバスに乗るとき、どのように代金を支払っ

ているかを発問することで、日常で何気なく

キャッシュレス決済を使っていることにも気

づかせてください。 

めざそう！消費者市民 

「モデル授業実践事例集」 

（令和元（201９）年度作成） 

クレジットカードとキャッシュレス化 

めざそう！消費者市民 

(平成 29（2017）年度作成） 

教材⑤ クレジットカードと 

キャッシュレス化 

キャッシュレス決済の特徴 
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・現金とキャッシュレスのメリッ

トとデメリットを考える。 

 

 

 

 

・キャッシュレスには、お金を支

払うタイミングが３種類あるこ

とを理解する。 

 

・キャッシュレスのお金を支払う

タイミングは「さき・すぐ・あ

と」の３種類であることを理解

する。 

 

・現金とキャッシュレス決済を利用するにあたり、

それぞれのメリット・デメリットを理解させる。 

 

 

 

 

・現金とキャッシュレス決済を比較しながら、キ

ャッシュレス決済には支払時期が３種類あるこ

とを理解させる。 

 

・キャッシュレス決済でのお金を支払うタイミン

グの３種類について、「さき・すぐ・あと」という

わかりやすい言葉を使いながら、前払い・即時

払い・後払いという３種類の支払時期があるこ

とについて理解させる。 

 

 

 

 

・自分にはどのような支払方法が合っている

のかを考えながら聞くように伝える。 

 

◇さきに払う（前払い）           ワークシート「さきに払う（前払い）」「支払いのタイミング」 

学習内容・活動 指導上の留意点 

・前払いの仕組みを理解する。 

・前払いには、「プリペイドカー

ド」「電子マネー」「QRコード・

バーコード決済」などがあるこ

とを理解する。 

 

・現金チャージの仕組みやオー

トチャージの仕組みについて

認識する。 

 

 

・前払いの支払い方の例として、「プリペイドカ

ード」や「電子マネー」、「QRコード・バーコード

決済」などがあることを伝えるとともに、前払

いについて理解させる。 

 

 

 

・現金チャージとオートチャージを例にあげ、お

金がどこからどこに移動したのかを理解させ

る。 

 

キャッシュレス決済は、お金が減って 

いく様子がわかりづらいことやお金

の流れが把握しづらいことをしっかりと説明

してください。 

電車に乗る前、交通系ICカードに現

金をチャージして使っていないかと 

生徒に問いかけを行うことで、前払いのイメ

ージがつかみやすくなると思います。 

電子マネー、QRコード・バーコード決

済は、紐づける決済手段によって、支 

払時期が変わります。（デビットカードの場合

は即時払い、クレジットジットカードの場合

は後払いなど） 
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・前払いのメリットとデメリット

を考える。 

 

・前払いのメリット・デメリットを理解させる。 

 

 

 

◇すぐに払う（即時払い）         ワークシート「すぐに払う（即時払い）」「支払いのタイミング」 

学習内容・活動 指導上の留意点 

・即時払いの仕組みを理解す

る。 

・即時払いには、「デビットカー

ド」「電子マネー」「QRコード・

バーコード決済」などがあるこ

とを理解する。 

・デビットカードがどんなカード

か認識する。 

 

 

・デビットカードの仕組みを理

解する。 

・デビットカードを使ったときの

お金の流れを認識する。 

 

・即時払いのメリットとデメリッ

トを考える。 

 

 

・即時払いの支払い方の例として、「デビットカ

ード」「電子マネー」「QRコード・バーコード決

済」などがあることを伝えるとともに、即時払

いについて理解させる。 

  

 

 

 

 

 

・デビットカードの仕組みと、デビットカードで

支払った際のお金の流れについて説明し、デ

ビットカードについて理解させる。 

 

 

・即時払いのメリット・デメリットを理解させる。 

 

 

 

◇あとで払う（後払い）            ワークシート「あとで払う（後払い）」「支払いのタイミング」 

学習内容・活動 指導上の留意点 

・後払いには、「クレジットカー

ド」「電子マネー」「QRコード・

バーコード決済」などがあるこ

とを理解する。 

・後払いには、「キャリア決済」も

あることを認識する。 

 

 

・後払いの支払い方の例として、「クレジットカ

ード」「電子マネー」「QRコード・バーコード決

済」「キャリア決済」などがあることを伝えると

ともに、後払いについて理解させる。 

・後払いには、「キャリア決済」や「コンビニ後払

い」も含まれることを理解させる。 
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・後払いには、「コンビニ後払

い」もあることを認識する。 

 

 
 

・後払いのメリットとデメリット

を考える。 

 

 

 

 

 

 

・後払いのメリット・デメリットについて理解さ

せる。 

 

◇クレジットカードの使い方                         ワークシート「クレジットカード」 

学習内容・活動 指導上の留意点 

・クレジットカードがどのような

仕組みのカードであるかを理

解する。 

 

 

 

・クレジットカードで買い物をす

る様子を想像しながら、クレジ

ットカードの仕組みを認識す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・消費者、加盟店、クレジットカ

ード会社の三者間取引である

ことを認識する。 

 

・クレジットカードがどのような仕組みのカード

であるかを理解させる。 

 

 

 

 

・クレジットカードで１２万円のパソコンを買うこ

とを例にあげて、クレジットカードを使って商

品を買う方法や支払いの流れを理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・クレジットカードで商品を購入する際の三者間

取引について理解させる。 

コンビニ後払いについては、金額の上 

限なく使えることが多いので、お金を

使いすぎることについて説明してください。 

三者間取引 

三者とは、「消費者」「加盟店」「クレジットカ

ード会社」をいいます。 

消費者が加盟店で購入した商品やサービス

の代金は、クレジットカード会社が加盟店に

立替払いします。決められた引落日に消費

者は、クレジットカード会社へ代金を支払い

ます。（「特別支援学校高等部学習指導要

領」にも三者間契約について掲載されてい

ます） 

 

クレジットとは、英語で「信用」という 

意味です。カード利用者の信用に基

づいて、クレジットカード会社が代金を支払

ってくれるため、利用者はカード会社に借

金をしたことになります。 
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◇クレジットカードの支払方法 

学習内容・活動 指導上の留意点 

・クレジットカードの支払方法に

は、一括払い、分割払い、リボ

払いがあることを認識する。 

 

・一括払い、分割払い、リボ払い

をそれぞれ選択したとき、支

払い合計金額が異なることを

認識する。 

・クレジットカードの支払方法には３種類あるこ

と、およびそれぞれの違いについて理解させ

る。 

 

・分割手数料の違いによって、一括払い、分

割払い、リボ払いそれぞれの支払い総額に

違いが出ることを認識させる。 

 

 

 

◇クレジットカードとの正しいつきあい方 

学習内容・活動 指導上の留意点 

・信用とは？という問いかけを

元に、日常生活の中で「信用」

とはどのようなことかを考え

る。 

 

 

 

 

・クレジットカードでいろいろ

なものを買い、自分が持って

いるお金よりも請求書の合

計金額が上回っている場

合、お金を支払うことができ

ないことを理解する。 
 

・クレジットカード会社に代金を

支払うことができない場面を

想像する。 

・決められた日に代金を支払わ

なければ、請求書が何度も届

いたり、「早く支払ってくださ

い」と電話やメールが届き、自

分に対する信用がなくなるこ

とを認識する。 

・クレジットにおける「信用」を理解させる前

に、日常生活の中で「信用」されるためには、

約束を守ることが大切であること理解させ

る。 

 

 

 

 

・キャッシュレス決済では、お金を使っているこ

とを実感しづらく、お金を使いすぎるかもしれ

ないことを理解させる。 

・欲しいものがたくさんあったときに、何を優

先すべきかを考えさせる。 

 

・クレジットカードを例にあげ、使いすぎること

がどのような状況か理解させる。 

 

・使いすぎによって、請求された代金を支払え

ない状況になった場合、督促が届き、最終的に

は信用がなくなることを理解させる。 

 

 

※クレジットカードのクレジットとは英語で

「信用」という意味です。ここでは生徒が

理解しやすいよう、まず最初に「信用」と

いう日本語の意味について考えさせるよ

うにしています。 

 

※手数料については、年利１５％で計算し

ています。 
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・信用がなくなると、クレジット

カードが使えなくなったり、新

しくクレジットカードを作れな

くなったりすることを認識す

る。 

・決められた日に代金を支払う

ことでクレジットカードを使っ

て買い物ができることを認識

する。 

・クレジットカード会社がクレジ

ットカードの名義人を信用し

ているから、クレジットカード

を使って買い物ができること

を認識する。 

 

・お金は使うと減ってしまうこ

とを理解する。 

・お金を使いすぎないために、

どのような行動をするのがよ

いか考える。 

・お金を使いすぎないために、

お金を管理することが大切で

あることを理解する。 

・どのように管理するのか、自

分に合った管理方法を考え

る。 

・滞納を続け信用がなくなることによって、ど

のようなことが起きるのかを理解させる。 

 

 

 

 

・クレジットカードを使う上での信用とはどのよ

うなことかを理解し、クレジットカードの利用

料金は、決められた日にきちんと支払う必要

があることを再認識させる。 

 

 

 

 

 

 

・お小遣いを管理したことがあるかどうか、管

理をしているのであれば、どのような方法で

管理しているのかを問いかける。 

・「お小遣い帳」などの言葉が生徒から出るこ

とによって、キャッシュレス決済もお金を使う

ことには変わりがないこと、管理が重要であ

ることに気づかせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※お金を使いすぎないために、どのような

行動をすべきかを考え、お金を管理する

ことの重要性に気づかせてください。 
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◇クイズで学ぼう！                       ワークシート「クイズで学ぼう！①、②、③」 

学習内容・活動 指導上の留意点 

・キャッシュレスでは、ＩＤやパス

ワードの使用が多いことを知

る。 

 

・クイズをとおして、「ＩＤやパス

ワードを教えて」と友人に言わ

れたときに、どのような行動

をすればよいか考える。 

・ＩＤやパスワードを守るために

どのような行動をすればよい

か理解する。 

 

 

 

 

 

 

・クレジットカードや電子マネー

をなくしてしまった場面を想

像し、どのように行動をとる

べきか考える。 

 

・クレジットカードや電子マネー

をなくしてしまったときの行

動を知る。 

 

・スマートフォンやカードを利用してキャッシュ

レス決済をする際には、IDやパスワードが必

要なことを理解し、管理が重要であることを

習得させる。 

・クレジットカードや電子マネーを紛失した際、

悪用されることがあることを知り、対処法に

ついて理解させる。 

 

 

 

 

 

 

・信用情報を扱う機関に、パスワードが漏洩し

ていることを伝えるなど、具体的な方法や機

関について理解させる。 

 

・財布を落としたときに、どのような行動をす

べきかなど、今までの生活習慣と比較させ、

クレジットカードや電子マネーを紛失した際

には、保護者や警察に相談することを理解さ

せる。 
 

・クレジットカードの場合はクレジットカード発

行会社、電子マネーの場合は電子マネー発行

会社に連絡をすることも理解させる。 

 

 

◇困ったときは相談しよう！  

学習内容・活動 指導上の留意点 

・キャッシュレスで困ったことが

あれば、一人で判断せずに、保

護者や学校の先生など身近な

信頼できる人に相談すること

を認識する。 

・困ったことがあったら、居住地の消費生活セン

ターに相談することを理解させる。 

パスワードが漏洩すると、他人に勝 

手に使われてしまい、クレジットカー

ドの場合は勝手に買い物をされ、請求だけ

が自分に来るなどの例を用いながら、悪用

されることの怖さを伝えるとともに、パス

ワードは使いまわさないことも伝えてくだ

さい。万一漏洩しても使いまわしていなけ

れば、被害は最小限に抑えられる可能性が

あります。 
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「クレジットカードを作るには」「クレジットカードの手数料」「さらに詳しくクレジットカードの支払

方法について知ろう」のスライドは、生徒の学習進度等にあわせてご活用ください。 

 

◇豆知識 クレジットカードを作るには 

学習内容・活動 指導上の留意点 

・クレジットカードを作るときの

流れについて知る。 

・信用が大切であることを理解

する。 

 

 

 

 

 

 

・クレジットカードを作る際の流れについて理

解させる。 

 

 

 

◇豆知識 クレジットカードの手数料 

学習内容・活動 指導上の留意点 

・手数料がどのようなものか認

識する。 

 
                           

・一括払い、分割払い、リボ払い

それぞれの支払方法と支払い

のタイミングの理解を深める。 

・決められた時期に支払うため

には、お金の管理が重要であ

ることに気付く。 

  

 

 

・手数料がどのようなものか認識させる。 

 

 

・一括払いと分割払いとリボ払いの違いをは

っきりと理解させる。 

 

 

 

・決められた時期に支払うためには、お金の管

理が重要であることを理解させる。 

 

 

分割払いとリボ払いの違いはなか

なか理解し難いと思いますが、イラ 

ストを使うことでイメージしやすくなると思

います。 

 
豆知識の内容 
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◇豆知識 さらに詳しくクレジットカードの支払方法について知ろう 

学習内容・活動 指導上の留意点 

・支払い方の違いや手数料の違

いを理解する。 

・分割払いとリボ払いの違いに

ついて理解を深める。 

・一括払いと分割払いとリボ払いの違いをは

っきりと理解させる。 

 

 

 

 

 

イラストは、「キャッシュレス」など消費生活に関するイラストを PNGファイル形式で保存してい

ます。イラストの背景を透過しているため、複数のイラストを組み合せて使用することができます。

zip（圧縮）ファイルをダウンロードして、「表示」タブ等でアイコンの大きさを変更していただくと、イ

ラストを探しやすくなります。消費者教育・啓発のための資料作成等にご活用ください。 

 
 

 

 

若者が陥りやすい消費者トラブルやその対処法について、人気のお笑い芸人がコントで演じ、

トラブルを防ぐポイントなどをわかりやすく解説しています。消費者教育の授業やホームルー

ムの時間等で広くご活用ください。 

 

 

〇高校生向け消費者教育教材『めざそう！消費者市民（平成２８（２０１６）年度作成）』 

消費生活に関する内容を「商品の安全」「生活の管理と契約」「情報とメディア」「消費者市民社会の構築」

に分け、その中でも若者に関連の深い１１の項目について、教材を作成しました。コピーして使っていた

だけるワークシート付きです。 

 

〇『モデル授業実践事例集（平成２９（2017）年～令和２（２０２０）年度作成）』 

高校生向け消費者教育教材『めざそう！消費者市民』（平成２８（2016）年度作成）を活用して「大阪府

消費者教育推進モデル校」に指定された府内の高等学校、支援学校において実施したモデル授業の内

容をとりまとめています。 

 

〇支援学校（高等部）向け消費者教育教材『めざそう！消費者市民社会』―「お金」と「契約」編― 

支援学校における消費者教育の推進に役立てていただけるよう、教員等の方々を対象とした「支援学

校（高等部）向け消費者教育教材」を作成いたしました。イラストを使いながら楽しく学べる教材となって

います。 

 
消費者教育教材 

若者向け消費者教育情報サイト 

 
イラスト集 

高校生向け消費者教育教材  
「教材検索サイト」アクセス用QRコード 

「教材検索サイト」アクセス用QRコード 
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支援学校（高等部）向け消費者教育教材

消費者教育推進大使　もずやん

発 行

監 修

制作委託

大阪府府民文化部消費生活センター　【令和 6 (2024) 年 1 月】

〒559-0034　大阪市住之江区南港北 2-1-10　ATC　ITM 棟 3 階

電話 06(6612)7500　FAX 06(6612)0090

順天堂大学准教授　尾高　邦生

公益財団法人関西消費者協会

大阪府では、SDGｓの推進を図り、SDGｓ先進

都市をめざしています。

消費生活相談は、SDGｓに掲げる17のゴール

のうち、「12 つくる責任つかう責任」のゴール

達成に寄与するものです。

ダウンロード

して使える
パワーポイントデータ・ワークシート ・

アレンジして使用できるイラスト集付き

指導者用活用ガイド
〜「キャッシュレス」編〜

無断転載を禁じます

めざそう！消費者市民


